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エネルギーフロンティアのひとり言

 【※まだ間に合う補正予算補助金情報ついて】

• 令和2年度補正予算 環境省様「サプライチェーン改革・生産拠点の国内投資も踏まえた脱炭素
社会への転換支援事業：50億円」
執行団体である一般社団法人環境イノベーション情報機構様から、公募情報が公開されています。
第１次公募期間は6月30日～7月31日となっており、公募状況により第２次公募以降も実施され
る予定です。工場や業務用施設等を対象に、自家消費型太陽光発電設備・蓄電池を導入する目的
の補助金事業です。オンサイトPPAモデルや自己所有・リースなど、設備投資の方式により、
補助金額が変わります。詳しくは、以下HPご参照下さい。
http://www.eic.or.jp/eic/topics/2020/supply/001.html

 本編でも触れましたが、経済産業省様は、今後、送電線の利用ルールを見直す方針を示されま
した。送電線には容量に限りがあるため、従来は既存の火力発電所や原子力発電所などからの
送電が優先され、電気の需要と供給のバランスにおいて、各所からの発電量が送電容量を越え
そうになった場合は、再生可能エネルギーの出力が制限される仕組みになっていました。今回、
ルールの見直しにより、市場価格が安い順に電気を流せる仕組みなどが制度化されれば、再生
可能エネルギーの送電比率が相対的に増加して、再エネ主力電源化への追い風が期待されます。

＊＊＊ レジ袋有料化と廃プラ問題 ＊＊＊

7月1日から、レジ袋の有料化がスタートしました。
廃プラ問題や海洋プラスチックごみ問題などの解決
に向けて、日々の生活においても、ライフスタイル
の変革を促進することを目的に、新たな制度が開始
されました。皆さまは、今回のレジ袋有料化の動き
について、どのように感じておられるでしょうか？

何よりも大切なことは、生態系に悪影響を及ぼすプラ製品の消費量自体を減らすことか
と思います。以前から、日本は過剰包装が指摘されてきたこともあり、レジ袋有料化を
きっかけに、我々も、日々のエコライフをもう一度見直して過ごしていきたいものです。

自分自身では、以前から、週末のスーパーでの買い物など、エコバッグの持参が習慣と
なっていたりして、レジ袋の有料化については、自然な流れとして受け入れることができ
ました。ただ、昼休みのついでにコンビニに寄ったりしたとき、つい手ぶらで出掛けてし
まって、どうしようか迷ってしまう場面もあるかも知れません。新型コロナ対策のマスク
も同じですが、予め忘れモノを前提として、身の回りの持ち物にエコバッグを常備してお
く習慣を身につけていくことも、新たな日常の１ページとして追加されるかも知れません。
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